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下咽頭癌は日本とアメリカで男性 10万人当たりそれぞれ 1.7人と 1.3人という稀な疾患
である（Ioka et al, 2005）. 1990 年代初期以降アメリカでは食道癌の組織型として腺癌
が最も多いが, 日本をはじめとする多くの国では扁平上皮癌が現在でも多い（Blot et al, 
1999; Brown et al, 2008）. 
頭頚部扁平上皮癌患者に対する事前の食道スクリーニングが食道癌発見に非常に大切で
あり, 同時食道重複癌は下咽頭癌患者によく発見されることが知られている（Hashimoto 
















 χ二乗検定とマンホイットニーの U 検定が患者群間の差異や属性を検定するのに用いら
れた. 事象が発生するまでの時間経過に関わる検定にはカプランマイヤー生存分析（ログラ
















 p  値
性別
　　男性 133 (90.5) 35 (97.3)
　　女性 14 (9.5) 1 (2.7)
年齢 (歳)
　　中央値 (範囲) 66 (47-86) 64.9 (44-82) 0.584
頭頸部に対する照射線量 (Gy)
　　中央値 (範囲) 68.7 (60-73.5) 68.7 (60-76) 0.66
ブリンクマインデックス
　　中央値 (範囲) 724.3 (0-3180) 611.5 (0-1900) 0.273
1週間の純アルコール摂取量 (g)
　　中央値 (範囲) 235.7 (0-2520) 330.9 (0-1050) 0.018
下咽頭癌のステージ
　　ステージ0 0 (0) 1 (2.7)
　　ステージⅠ 3 (2) 2 (5.4)
　　ステージⅡ 13 (8.8) 1 (2.7)
　　ステージⅢ 29 (19.7) 5 (13.9)
　　ステージⅣ 102 (69.4) 27 (75)
食道癌のステージ
　　ステージ0 0 11 (30.6)
　　ステージⅠ 0 22 (61.1)
　　ステージⅡ 0 1 (2.7)
　　ステージⅢ 0 2 (5.4)
　　ステージⅣ 0 0
下咽頭癌に対する治療
　　同時化学放射線療法 138 (93.9) 31 (86.1)
　　導入化学放射線療法＋同時化学放射線療法 9 (6.1) 5 (13.9)
化学療法のレジメン
　　プラチナ製剤を含む多剤併用 96 (65.3) 25 (69.4)
　　その他 51 (34.7) 11 (30.6)
食道癌に対する治療
　　放射線治療 0 18 (50)
　　内視鏡席切除術 0 12 (33.3)







複癌の無い患者で食道癌が死因となった者はいなかった. 同時食道重複癌の無い 147 例で
は 33人が下咽頭癌で死亡した. また, 同時食道重複癌のある 36人の 5年生存率は同時食道
重複癌の無い 147 人と比較して有意に短かった（36.2% 対 63.4%, p=0.006). カプランマ
イヤー法（ログランク検定）で作成したグラフを図１に示す. 
 
 同時食道重複癌を有する 36 人はその他の 147 人よりもより下咽頭癌の再発率が有意に多
かった(p=0.045). 下咽頭癌の疾患特異的生存期間も同時食道重複癌を有する患者はその他
の患者 よりも有意に短かった (p=0.039). カプランマイヤー法（ログランク検定）で作成
したグラフを図２に示す. 
図１ 全生存率のカプランマイヤー曲線 
   患者を同時食道重複癌の有無で 2 群に分けた 
  
 カテゴリー4 と T1 の食道癌に対する治療は同時化学放射線療法, 内視鏡的切除, 化学療法
単独のいずれかであった . 治療法毎の生存期間中央値（範囲）はそれぞれ 22.7 か月 
(7.5-90.6), 46.44 か月 (17.3-136.7), 7.98 か月(3.72-22.8)であった.  













ると報告されている（Schwartz et al, 1994）. Gruber et al, 1998は従来の通常内視鏡
検査は早期食道癌に対する診断能が低いと報告しているが, Urabe et al, 2009はルゴール
を使用した内視鏡検査は早期食道癌の発見に有用であったと報告している. ルゴールを使
用した内視鏡検査で下咽頭癌患者における食道重複癌の発見率は 17-29%（Chow et al, 2009; 
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